
1

日本で
マイクロクレデンシャルを
実装するには
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自己紹介
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1992.3 函館中部高校 普通科卒業

1998.3 東京大学文科III類 入学
2007.3 教養学部➔総合文化研究科（認知行動科学）

2007.4 東京大学教養学部附属教養教育高度化機構

2022.4 大学改革支援・学位授与機構（主に学位授与）
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高等教育と

生涯学習の現状

マイクロ

クレデンシャルとは

なぜリカレント教育が

普及しないのか

どこにどのような

マイクロクレデンシャ

ルを設計するか



マイクロクレデンシャルとは？

マクロクレデンシャル
・卒業証明
・学位

edX
マイクロ
マスターズ

職業訓練
証明
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高等教育と生涯学習の現状



大学を卒業し、就職すると学ばない
日本人は生涯学習をしていない．なぜ
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OECD 2021
国際成人力調査（PIACC）2012 AND 2015による

35%                    39%

高等教育修了率は非常に高い
中等教育後に直接進学

成人学習者のうち、高等教育機関を
選ぶのは 2.4% (OECD ave. 11%)

過去12か月間
2018~

有業成人では 
13.1% （内閣府）

成人のうち新しい技術を
学んでいるのは 9%—低いICTスキル

正規・非正規教育訓練参加率



学びの成果は労働に反映されず
学ぶ機会も限られる
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31% の労働者が資格過剰
（能力に見合った仕事につけていない）

46% の労働者が
ミスマッチ分野で就労

リカレント教育により、
賃金上昇と正規雇用転換への

可能性は上昇している

国際成人力（PIAAC） 調査, OECD (2015)

内閣府調査 (2021)

リカレント教育への障壁
仕事が多忙  +7%

利用しにくい時間・場所  +9%
家族ケア  +7%

国際成人力（PIAAC）調査, OECD (2015)

OECD諸国平均との差



学修歴は、日本の
企業や社会では評価されない
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高等教育への投資はペイするか？
「100人の博士の村」の教訓から
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16%

14%

20%

8%

11%

7%

16%

8%

11,000 の村人/年   

医師 大学教員 ポスドク 企業就職 公務員 他分野 無職 死亡／不明

文部科学省学校基本調査
（1998~2000）がベースと
思われる

「博士倍増計画」によって
生じた求人ニーズとの
ミスマッチ

現在、博士号取得者はもう
少し就業できている

しかし、人文社会系の状況
はさらに厳しい



香港 中国 韓国 日本

積極的労働
市場政策支出*

— 0.1 0.1 0.1

政府総支出中
教育に対する支
出% **

14.86% 10.85％ 14.31％ 7.43%

世界大学ランキ
ング, Times
Higher Education

香港大学

35位

清華大学

12位
北京大学

14位

ソウル大学

62位
東京大学

29位

研究力順位, 
Nature

中国に含まれる
世界 1位

アジア太平洋 1位

世界 8位

アジア太平洋 3位

世界 5位

アジア太平洋 2位

一人当たりGDP
(千米ドル)

53.61 13.14 34.16 33.14

GDP 成長率 +2.9% +4.6% +2.3% +0.9%
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*2015, **2021, OTHER DATA ARE OF 2024

東アジア諸国・地域の対GDP
教育投資率と研究力、経済成長率の比較
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マイクロクレデンシャルとは？
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≠ MOOC

≠ デジタルバッジ

≠ 大学以外の出す学修証明

これらは、マイクロクレデンシャルの
一面（アメリカ合衆国的文脈）

にしか過ぎない
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米国型

ヨーロッパ型 アジア型

折衷（先行）型

統一的ルールを決めることが不可能
IT企業の定義するクレデンシャル

（代替的クレデンシャル）
・職業訓練に関するもの
・教育機関以外の発行するもの
・単位に積み上げられないもの

単位銀行
さまざまな生涯学習歴を
単位換算して蓄積➔学位

単位互換制度
既修得単位認定
資格枠組み（Qualifications framework）

+香港

資格枠組みによる、
• レベル定義
• 学術教育と職業教育と
の架橋

• データベース作成
質保証
職業資格との接続
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・既存の高等教育の単位制度の
中に、多様な学びの認定を吸収
していくもの
・MOOCやマイクロクレデンシャルと

いったバズワードを生み出すことが
できず、社会的認知度が低かった

・マクロクレデンシャル、マイクロク
レデンシャル、就業歴、資格・・・・
インドや欧州で個人学習口座の
設計が進んでいる

• 高等教育の単位システムに
入らないものも含む

• 統一的なフレームワークがなくて
も機能する（その業界で了解がと
れていればよい）

• ジョブ型の雇用慣行にマッチ

• 質保証が難しい
• 電子履歴書の普及、
認知度の向上が課題

• 数が多くなると管理しにくい

欧州型/単位銀行 デジタルバッジ



知識 スキル 自律性

博士
相当

Level 8 その分野における先端知識、
及び他分野との接続

既存の専門的実践の再定義、
研究による本質的問題解決

研究を含む権威を持った
新規性探求

修士
相当

Level 7 その領域における先端知識、
別分野との関連性の認識

他分野の知識と統合して新し
い知識や手段をつくることが
できる

予測不可能かつ、新しい
戦略が必要な出来事への
専門的対処の監督

学士
相当

Level 6 理論や原理に対する批判的
な理解も含む

複雑で予測困難な問題に対し
て専門性と新規性を持ってあ
たることができる

予測不可能な文脈での
専門的活動の監督

短大卒
相当

Level 5 専門的な知識とその境界認
識

抽象的な問題に対して新しい
解決方法を創造できる

可変的な状況への対応、
自己と他者の達成評価

専修学
校1年
制修了

Level 4 より幅広い文脈における事
実や理論の知識

特定の問題に対する解決方法
を生み出すことができる

予測可能範囲内における
自己調整学習、他者の
日常的な学習の監督

高校卒
業相当

Level 3 事実、原理、一般的な概念
についての知識

基礎的な方法を組み合わせて
問題解決ができる

自己責任の下での学習遂
行、問題解決のための自
己調整

中学卒
業相当

Level 2 基礎的な事実に関する知識 日常的な問題解決を
単純な道具を用いて解決する

ある程度の自律性の下で
の学習

小学卒
業相当

Level 1 基礎的な概要知識 単純作業遂行に必要な
基礎スキル

構成された文脈内で、
監督下での学習

欧州資格枠組み*（Qualifications Framework）で定める
コンピテンシーの概要と、日本の学術資格との対応

*要約版



https://europa.eu/europass/

https://europa.eu/europass/

EU内の教育機関から出た学位
や資格は、European Digital 

Credentialsを使って検証可能

手入力

Credly
IBM skills build

https://github.com/european-commission-empl/European-Learning-Model/blob/master/Qualifications/Qualifications.md

https://github.com/european-commission-empl/European-
Learning-Model/blob/master/Qualifications/Qualifications.md

Europass Learning Model
(for Qualifications)

スマホアプリで多要素認証
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Certificates and diplomas wallet 

https://europa.eu/europass/en
https://github.com/european-commission-empl/European-Learning-Model/blob/master/Qualifications/Qualifications.md


European Qualification Framework
欧州資格枠組み

https://europa.eu/europass/en/find-courses

https://europa.eu/europass/en/find-courses
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https://europa.eu/europass/en/find-courses


National Qualification Framework
全国資格枠組み

18



19

同レベルの学修歴単位の超域的な自動承認に向けて制度設計
職業資格の自動承認にむけて（ESCOフレームワーク）：

７職域は実現
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なぜリカレント教育が
普及しないのか
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職業教育はどこに？

「社会教育」への強い志向

新卒一括採用と、
メンバーシップ型雇用



日本の教育制度－戦前
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WIKIPEDIA, 学制百年史・百二十年史より 1935



日本の教育制度－戦後

23

JAPAN'S GROWTH AND EDUCATION, MEXT

幼稚園

小学校

中学校

高等学校

義務教育9年間
1962

大学院

大学
短期大学

特別支援
学校

高等専門学校

通信
定時制

学年 年齢

その他の学校



生涯学習と職業教育との距離
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生涯学習は、「社会教育」や
インフォーマル（非定型）学習の

ウェイトが高いものとして解釈 ➔

質保証されたリカレント教育

高等教育関係者による
教育の職業的意義の軽視

日本人の若者(18-24歳, 1998年)
学校教育が職業スキルを身に
つける上で役に立ったか？

最低評価
職業教育は経済発展のために重要

• OECD諸国の一人あたりGDPが高い国では、
後期中等教育における普通教育比率が低い

• 日本 (75.4%, 2006年) は例外的なケースだった

本田 (2009)

内閣府調査
諸外国との比較



現行の教育制度
資格枠組み（試案）との対応

高度専門士

高等学校 高等専修学校

高等専門学校
(高専)
準学士

専攻科2年

大学
学士

大学院
修士

大学院
博士

短期大学
短期大学士

認定専攻科

専門学校
専門士

専門職大学院 
修士(専門職)

2003~
法科、教職、公共政策、
公共経営、経営学
（MBA）、会計学、
臨床心理 各修士

8

7

6

5

4
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専門職大学
学士(専門職)

専門職
短期大学
短期大学士

(専門職)

2019~
イノベーション, ファッ
ション, デザイン, 医療, 
ビジネス…

20 大学   
3   短大 

大学院に編入可

単位積み上げなどで学士申請可

大学に編入可



高等教育機関在籍学生数内
職業教育在籍者数比率

81%

2%

15%
2%

学生数

大学・大学院

(810)

短期大学
(303)

専門学校
(2,693)

高等専門学校
(58)
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MAY 1, 2023
文部科学省, 学校基本調査 

(内は教育機関数)

2,945,599

555,342



日本の伝統的雇用慣習
（韓国も類似）
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大学
学士

大学院
修士

大学院
博士8

7

6

5

4

3 高等学校

新卒一括採用の慣行
• 卒業以前に就業先が決まっている

---大学の知名度が重視される 
• 同一の組織に居続けることによる年功賃金制 

はOECD諸国の中で最大クラス
• 大企業における終身雇用は、4大卒男性で

最も顕著

世界で最も
長時間働く

「メンバーシップ型雇用」



生涯学習の取り組みに
おける職業教育観点の不足 

1. キャリア教育から職業訓練の要素が脱落し、職業倫理教育に

2. 生涯学習パスポート, e-ポートフォリオ
インフォーマル（非定型）学習を網羅しようとする

3. 専門職大学院, 専門職大学, 実務家教員
---どのように質保証をしていったらよいか？

4. 学習歴データベースの構築（初等・中等が先行）
高等教育と生涯学習は？

5. デジタルバッジ, MOOCsプラットフォーム

28



スキル形成レジーム別
学修歴デジタル資格証明プラットフォーム
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公的教育機関での
職業教育・訓練
への関与

高い 国家主導モデル
スウェーデン, フィンランド
フランス,中国

コーポラティストモデル
(国家—企業連携)
ドイツ, デンマーク

低い リベラルモデル
(短期適応型)
米国, 英国, カナダ, アイ
ルランド, 豪州, NZ
香港

大企業モデル
(セグメンタリスト: 
大学=一般教育/ 企業内=職
業教育 の分断)
日本, 韓国

低い 高い

企業内の初期職業教育・訓練への関与

資格枠組み (QF)
学修歴の中央集権的蓄積

(マクロ  ++マイクロ)

学術単位銀行
(マイクロ → マクロ)

デジタルバッジ 
w, w/o NQF  (マイクロ)
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どこにどのような
マイクロクレデンシャルを

設計するか？
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単位積み上げ➔ 学位
アジア型単位銀行
海外向け：教育インバウンド

オープンバッジ：職業スキルとの接点
―IT等高付加価値技術
―職業資格関連
―非大都市圏、非四年生大学卒業者

いずれも、共通プラットフォームの設計が必要
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ノンフォーマル（非正規）な学びを学位に
つなげる制度は存在するが、分かりにくい



「単位積み上げ型」学位

大学改革支援・学位授与機構

の事業内容の一部



他省庁・システムとの連携
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マイナンバー

資格情報

JOBTAG

官民共同

文部科学省 総合教育政策局
生涯学習推進課

文部科学省
高等教育政策局



地方都市では
リカレント教育への関心は
低くない

50年前と比較すると、
求人率の地域格差は大きくない

大企業によるスキル形成
システムは弱い

職業教育・訓練への高い志向性
労働市場はより流動的
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GraphToChart. 2024-04-16. https://graphtochart.com/japan/map-number-of-
upper-secondary-school-graduates-going-to-universities2.php

高校卒業者のうち
大学進学者数

66,000 名

1,021 名
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マイクロクレデンシャルを
普及させるために

マイクロクレデンシャルの可視化
デジタルバッジ or 単位銀行?

全国資格枠組み の活用による
学術教育と職業教育の架橋

国際通用性担保に向けたデジタル化

地域の産業構造や課題に
対応したリカレント教育戦略

学術大学における
就業場面で有用な

教育プログラムの開発
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